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令和８年度

飯塚市工業用水道事業会計予算
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資料２
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－1 工業用水道事業の推移

○契約件数、年間契約水量、年間総給水量の推移
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R３ R４ R５ R６ R７見込 R８当初

年間契約水量 年間総給水量 契約件数（件） （m3）

※予算の総給水量は、契約水量で見込む
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支出

収入

料金収入

その他収入

他会計補助金

（単位：万円）

動力・薬品費

人件費 その他費用 減価償却費

収入合計 4,928万円

支出合計 4,928万円

差 引 0円

純利益 0円
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－2 収益的収支：第1の財布（税込）※予算書ベース

※工業用水道事業は、昭和45年に石炭産業の衰退に対する地域経済の活性化のために市の政策
として開始した事業であるため、事業運営に不足する金額は一般会計（市長部局）が負担する
こととなっている。

長期前受金戻入

※長期前受金戻入･･･補助金をもらって取得した固定資産の減価償却費のうち補助金相当分
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－3 収益的収支の対前年度比較

予算費目 R8予算 R7予算 増減 備考

収入合計 49,281 58,170 △8,889

料金収入 4,300 4,300 0 年間日数（365日）

他会計補助金 33,720 42,242 △8,522

その他収入 728 724 4

長期前受金戻入 10,533 10,904 △371

支出合計 49,282 58,171 △8,889

人件費 18,121 17,150 971

動力・薬品費 1,715 1,644 71

その他費用 12,121 13,918 △1,797 修繕費の減

減価償却費 17,325 25,459 △8,134

（単位：千円）



5,233 100 1,115 

6,348 

支出

収入

（単位：万円）

予備費

収入合計 6,348万円

支出合計 6,448万円

差 引 △100万円
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－4 資本的収支：第2の財布（税込）

内部留保資金等：第3の財布から補てん

他会計補助金

浄配水施設整備事業費改良事業費
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－5 資本的収支の対前年度比較

予算費目 R8予算 R7予算 増減 備考

収入合計 63,477 65,618 △2,141

他会計補助金 63,477 65,618 △2,141

支出合計 64,479 66,618 △2,139

改良事業費 11,153 0 11,153

浄配水施設整備事業費 52,326 65,618 △13,292
津原導水管更新事業
負担金の減

予備費 1,000 1,000 0

（単位：千円）
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－6 内部留保資金等（第3の財布）の推移

年度 Ｒ3 R4 R5 R6 R7見込 R8当初

内部留保
資金等

収益的収支 432 495 494 471 0 0

資本的収支
(建設改良積
立金含む)

3,236 4,489 6,371 8,360 10,186 10,765

（単位：万円）
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令和８年度当初予算の説明
２ 工業用水道事業会計
2－7 令和８年度の主な事業

《収益的収支》
・久保白ダム管理費負担金 416万円

《資本的収支》
・津原導水管更新事業負担金 5,233万円


